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総
合
計
画
と
は

　
総
合
計
画
と
は
、
将
来
富
士
川
町

が
目
指
す
未
来
の
目
標
に
向
け
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
行
く
の
か
、

総
合
的
・
体
系
的
に
ま
と
め
た
も
の

で
す
。
町
の
地
域
づ
く
り
や
、福
祉
、

都
市
計
画
、
環
境
と
い
っ
た
す
べ
て

の
計
画
の
基
本
と
な
る
も
の
で
、
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
の
道

し
る
べ
と
い
え
ま
す
。

計
画
期
間

　
平
成
30
年
度
〜
平
成
37
年
度
（
8

年
間
）

計
画
の
体
系

　
第
二
次
総
合
計
画
は
、「
み
ん
な
で

考
え　
一
緒
に
築
く
ま
ち
づ
く
り
」

を
基
本
方
針
と
し
て
『
新
町
ま
ち
づ

く
り
計
画
』『
第
一
次
総
合
計
画
』か

ら
引
き
継
ぐ
、
基
本
理
念
や
町
の
将

来
像
を
具
現
化
す
る
た
め
、
新
た
な

8
年
間
の
基
本
構
想
・
基
本
計
画
に

つ
い
て
策
定
し
た
も
の
で
す
。

基
本
理
念

①
自
然
息
づ
く
　
き
ら
め
き
の
郷

　
豊
か
な
自
然
を
み
ん
な
で
守
り
育

て
な
が
ら
、
次
代
へ
と
引
き
継
い
で

い
く
た
め
、
人
と
自
然
の
調
和
の
と

れ
た
ま
ち

②
心
う
る
お
う
　
ふ
れ
あ
い
の
郷

　
人
と
人
と
が
や
さ
し
さ
を
持
っ
て

支
え
合
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の

人
々
と
の
交
流
を
通
し
て
、
生
き
が

い
を
感
じ
な
が
ら
生
活
で
き
る
ま
ち

③
人
・
も
の
集
う
　
と
き
め
き
の
郷

　

計
画
的
な
都
市
基
盤
整
備
を
進

め
、
持
続
的
な
経
済
活
力
を
生
み
出

す
産
業
が
根
付
い
て
、
人
や
も
の
が

行
き
交
う
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち

将
来
像

暮
ら
し
と
自
然
が
輝
く

　
　
　
　
　
　
交
流
の
ま
ち

〜
“
生
涯
”
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

を
目
指
し
て
〜

取
り
組
み
方
針

み
ん
な
で
考
え

一
緒
に
築
く
ま
ち
づ
く
り

　
第
二
次
総
合
計
画
で
は
こ
の
方
針

に
基
づ
き
施
策
を
展
開
し
、
住
民
と

行
政
の
協
働
に
よ
る
「
自
助・近
助・

共
助
・
公
助
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し
ま
す
。

゠ 

町
の
未
来
を
描
く
　
第
二
次
富
士
川
町
総
合
計
画
を
策
定 

゠

暮
ら
し
と
自
然
が
輝
く
　
交
流
の
ま
ち

〜
“
生
涯
”
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
〜

　
町
で
は
、
平
成
29
年
度
の
第
一
次
総
合
計
画
の
計
画
期
間
終
了
に
伴
い
、
新
た
に
第
二
次
総
合
計
画
を
策

定
し
、
基
本
理
念
で
あ
る
「
自
然
息
づ
く
　
き
ら
め
き
の
郷
」「
心
う
る
お
う
　
ふ
れ
あ
い
の
郷
」「
人
・
も

の
集
う
　
と
き
め
き
の
郷
」
の
も
と
、
目
指
す
べ
き
ま
ち
の
将
来
像
で
あ
る
「
暮
ら
し
と
自
然
が
輝
く
　
交

流
の
ま
ち
」
を
目
標
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

協働
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施
策
の
大
綱

　
計
画
で
は
、
基
本
目
標
に
基
づ
き

施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

記
載
順
（
項
目
ご
と
）

　
基
本
目
標
・
施
策
の
方
向
・
施
策

展
開
の
順

⑴
力
を
あ
わ
せ

と
も
に
支
え
あ
う
ま
ち
づ
く
り

①
住
民
参
加
の
促
進

②
行
政
改
革
の
推
進

③
県
や
周
辺
自
治
体
な
ど
と
の
連
携

強
化

『
み
ん
な
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
強
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
』

　
区
や
組
の
組
織
を
活
用
し
て
、
地

域
の
将
来
を
見
据
え
た
計
画
を
つ
く

り
、
行
政
と
住
民
が
協
働
し
て
、
み

ん
な
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

⑵
豊
か
な
人
材
と

　
　
文
化
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

①
学
校
教
育
・
地
域
教
育
の
充
実

②
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推

進③
歴
史
資
産
の
活
用
と
伝
統
文
化
の

継
承

④
人
々
の
交
流
促
進
と
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
再
生

『
学
校
教
育
と
生
涯
学
習
の
推
進
に

よ
る
豊
か
な
人
材
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
』

　
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
・
障
が
い
者

と
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
誰
で

も
気
軽
に
学
べ
る
機
会
を
創
り
出

し
、
教
育
と
文
化
を
高
め
て
、
豊
か

な
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

⑶
健
や
か
で

笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

①
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
地
域
医

療
体
制
の
確
保

②
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

③
高
齢
者
の
生
活
支
援
と
充
実

④
障
害
者
の
生
活
支
援
と
充
実

⑤
子
育
て
支
援
の
充
実

『
地
域
で
支
え
る
健
康
づ
く
り
・
子

育
て
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

　
町
民
が
安
心
し
て
医
療
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
行
政

や
医
療
機
関
等
が
連
携
し
、
よ
り
質

の
高
い
き
め
細
か
な
地
域
医
療
体
制

の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

町
民
一
人
ひ
と
り
が
生
涯
に
わ

た
っ
て
健
康
で
暮
ら
せ
る
よ
う
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ

た
保
健
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

図
り
、
ま
た
地
域
全
体
で
、
子
ど
も

を
生
み
育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

⑷
安
全
・
安
心
で

生
活
の
質
が
高
い
ま
ち
づ
く
り

①
防
災
・
減
災
・
防
犯
体
制
の
充
実

②
飲
料
水
の
安
定
的
な
確
保
・
供
給

③
下
水
道
の
整
備
推
進

④
ご
み
の
減
量
化
と
適
正
処
理
の
推

進⑤
自
然
環
境
の
保
全
と
環
境
美
化
の

推
進

『
防
災
に
強
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

　

自
然
災
害
な
ど
か
ら
町
民
の
生

命
・
財
産
を
守
る
た
め
、
総
合
的
な

防
災
体
制
や
減
災
へ
の
取
り
組
み
を

図
る
と
と
も
に
、
快
適
な
生
活
に
欠

か
せ
な
い
上
下
水
道
や
ご
み
処
理
な

ど
の
生
活
環
境
を
整
備
し
、
安
全
で

安
心
な
暮
ら
し
を
促
進
し
ま
す
。

⑸
力
強
い
産
業
と

魅
力
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ
く
り

①
農
林
業
の
振
興

②
商
業
・
工
業
の
振
興

③
商
店
街
の
活
性
化

④
観
光
の
振
興

『
地
域
資
源
を
活
か
し
た
情
報
発
信

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

　
町
内
の
あ
ら
ゆ
る
資
源
（
ひ
と
・

も
の
・
自
然
）
を
掘
り
起
こ
し
て
、

富
士
川
町
の
魅
力
を
集
め
て
情
報
発

信
し
て
、
若
年
層
へ
の
働
き
か
け
を

す
る
こ
と
に
よ
り
、
交
流
人
口
の
増

加
や
若
者
の
定
住
を
促
進
し
ま
す
。

⑹
活
力
を
生
み
出
す

都
市
基
盤
が
整
っ
た
ま
ち
づ
く
り

①
計
画
的
な
土
地
利
用
の
推
進

②
道
路
網
の
整
備

③
公
共
交
通
の
充
実

④
居
住
環
境
の
整
備

⑤
魅
力
を
高
め
る
地
域
整
備
の
推
進

⑥
高
度
情
報
化
社
会
へ
の
対
応

『
暮
ら
し
や
す
い
空
間
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
』

　
誰
も
が
安
心
し
て
行
き
来
で
き
る

交
通
網
を
整
備
す
る
ほ
か
、
空
き
家

や
空
き
店
舗
を
ふ
れ
あ
い
の
場
や
住

居
と
し
て
活
用
す
る
と
と
も
に
快
適

な
居
住
環
境
の
整
備
を
行
い
、富
士
川

町
の
暮
ら
し
や
す
さ
を
促
進
し
ま
す
。

第二次総合計画体系図
将来像

暮らしと自然が輝く　交流のまち
〜“生涯”快適に暮らせるまちを目指して〜

基本方針
みんなで考え　一緒に築くまちづくり

基本目標
　1　力をあわせ、ともに支えあうまちづくり
　2　豊かな人材と文化を育むまちづくり
　3　健やかで笑顔があふれるまちづくり
　4　安全・安心で生活の質が高いまちづくり
　5　力強い産業と魅力にあふれたまちづくり
　6　活力を生み出す都市基盤が整ったまちづくり

重点施策
安心して永住できる地域づくり

未来のために　みんなで考え・支え合い・ともに築く

自然息づく
きらめきの郷

未来へ
の視点

心うるおう
ふれあいの郷

人・もの集う
ときめきの郷

ここで生きる まちが活きる

基本理念

（3）平成 30. 9 月号　No.102



　
第
二
次
総
合
計
画
は
、
平
成
29
年

度
一
年
間
を
か
け
、
各
地
区
の
ご
協

力
の
も
と
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん

の
声
を
聴
く
中
で
策
定
し
ま
し
た
。

◆
総
合
計
画
審
議
会
の
設
置

　
有
識
者
、
各
種
団
体
の
代
表
、
一

般
公
募
に
よ
る
委
員
31
人
で
構
成
さ

れ
る
審
議
会
に
お
い
て
、
平
成
29
年

5
月
よ
り
計
5
回
、
構
想
・
計
画
に

つ
い
て
審
議
し
、
3
月
22
日
に
町
長

に
答
申
書
の
提
出
を
し
ま
し
た
。

◆�

各
地
区
寄
り
合
い
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
開
催

　
各
区
の
協
力
の
も
と
、
地
域
の
課

題
や
問
題
に
対
し
て
の
解
決
策
に
つ

い
て
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
寄
り
合
い
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
話

し
合
わ
れ

た
意
見
を

ま
と
め
、

町
の
取
り

組
む
べ
き

方
向
性
と

し
て
計
画

に
反
映
し

ま
し
た
。

《
　
第
1
回
　
5
月
　
》

意
見
交
換
テ
ー
マ
「
地
域
の
課
題
」

「
地
域
を
ど
の
よ
う
に
し
た
い
か
」

《
　
第
2
回
　
9
月
　
》

意
見
交
換
テ
ー
マ
「
地
域
の
課
題
・

解
決
策
」「
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
く
か
」

各
区
（
15
地
区
）
に
お
い
て
2
回
開

催◆
町
民
意
識
調
査
の
実
施

　
町
の
取
り
組
み
へ
の
満
足
度
や
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
・
行
政
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
、
第
二
次
総
合
計
画
策
定
の

基
礎
資
料
と
し
ま
し
た
。

対
象
者　
平
成
29
年
4
月
1
日
時
点

で
町
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
男
女

1
，0
0
0
人（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ

る
無
作
為
抽
出
）

回
収
率　
54
・
8
％

◆�

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

実
施

実
施
期
間　
平
成
30
年
4
月
27
日
〜

5
月
26
日
（
30
日
間
）

◆
議
会
へ
の
提
案

　
6
月
富
士
川
町
議
会
定
例
会
に
お

い
て
第
二
次
富
士
川
町
総
合
計
画　

基
本
構
想
・
基
本
計
画
を
提
案
し
、

議
決
と
な
り
ま
し
た
。

　

多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意

見
・
ご
協
力
に
よ
り
第
二
次
富
士
川

町
総
合
計
画
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
概
要
版
を
全
世
帯
へ
配
布

す
る
予
定
で
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
政
策
秘
書
課　
企
画
推
進
担
当

　
☎
22
―
7
2
1
6

第
二
次
富
士
川
町
総
合
計
画
策
定
ま
で
の
軌
跡

「本菱」ヨーロッパ最古の日本酒
専門の品評会で銀賞を受賞

　イギリス・ロンドンにおいて開かれた酒ソムリ
エ協会主催の日本酒品評会「ロンドン酒チャレン
ジ 2018」において、町の活性化に取り組むグルー
プ「まちいくふじかわ」が昨年復活させた日本酒

「本菱」が銀賞を受賞しました。グループ代表で
むすび株式会社代表取締役　深澤了さん（鰍沢南
出身）に受賞の心境や本菱の魅力、今後の展開に
ついてお話しを伺いました。

　復活2年目で世界に認められるお酒になる
とは思いませんでした。本菱になにか勲章の
ようなものを授けたいと考えていた折にこの
ような賞をいただき本当にうれしいですね。
「美味しいお酒だね」と言っていただくことが
圧倒的に多く、味には大きな手ごたえを感じ
ていました。本菱が受賞したことで富士川町
も一緒に世界で知名度が上がっていくことも
うれしいところです。

　本菱の一番の魅力は「富士川町の酒」と言えるス
トーリーが詰まっているところです。
　富士川舟運で米が集まり、酒蔵が多かったことか
ら富士川町は「酒蔵の街」でした。
　お酒を町内外、県外の人も集まって造りあげたと
ころも不思議と合致し、本菱が「ご縁」でできた酒
というのはまさにコンセプトとなっています。

　「誰に一番愛されたいのか」を決め、どんな味にし
たいのか議論し萬屋醸造店さんに想いを伝え製造を
お任せしました。本菱のビジョンは「人と地元の未
来を紡ぐ」です。今後は純米酒などの展開も考えて
いきたいです。

　フルーティーな香りや味、キリッとしたのどごし
の本菱は、料理の種類を選ばず何にでも合います。
富士川町特産のあかねますやゆず料理、うなぎなど、
マリアージュを楽しめます。
　いち柳ホテルさんの開発で「本菱アイス」が発売
になりました。限定販売ですがとてもおいしいです。
こういう展開が広がり富士川町の歴史がどんどん広
がってほしいです。

　本菱は世界最大規模のワイン品評会インター
ナショナルワインチャレンジ 2018SAKE 部門に
おいても入賞しています。今後も世界で評価され
る本菱を目指していきたいと話されました。

甲州富士川・本菱・純米大吟醸▲

美味しいと飲んでくれた人たちに
ありがとうと言いたい

「ご縁」でできた「富士川町らしい」お酒

本菱のマリアージュ

人と地元の未来を紡ぐ酒
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養成講座を受講して、あなたも『まかせて会員』になりませんか？
　ファミリーサポート富士川では、地域の子育てに力を寄せていただける方（まかせて会員）を募集しています。
　子育てサポーター養成講座（後期）は、9月25日（火）から4日間の日程で行います。
　「子育て（孫育て）について学びたい」「子どもが好き」「子育て経験を活かしたい」「空いてる時間を有効に使い
たい」とお考えの方は、ぜひこの子育てサポーター養成講座を受講して、子育てサポーターとしてボランティア（有
償）してみませんか？

【前期受講者の感想】
・救急法では実際にAEDを使ったのでとても勉強になった
・家の中での危険な場所をパネルを見ながら皆で話し合い、確認しながら学ぶことができた　など。

〈後期日程〉
日　　　時 内　　容

9月25日（火） 午後1時30分〜3時30分 心の発達とその問題
9月26日（水） 午後1時30分〜3時30分 子どもの遊び
9月27日（木） 午前10時〜午後1時 子どもの栄養と食生活

9月28日（金）
午後1時30分〜3時30分 小児看護の基礎知識
午後3時30分〜4時30分 事業を円滑に進めるために
午後4時30分〜45分 閉講式

※前期と後期の両方を受講された方には、修了証書を交付します。

【主な子育てサポート】
・�保育所、児童クラブ、習い事へ
の送迎
・�保育所、学校、児童クラブ後の
預かり
・�冠婚葬祭など保護者の急用の際
の預かり
・�保護者の受診や兄弟姉妹の学校
行事の際、そのほかやむを得な
い事情による預かり

◇会　　場	 かじかざわ児童センター　2階多目的ホール
◇持 ち 物	 筆記用具
◇受 講 料	 無料
◇申込方法	 かじかざわ児童センターへ電話でお申し込みください。
◇申込締切	 9月18日（火）

●お申し込み・お問い合わせ
　かじかざわ児童センター　☎22－0809

子育て支援　～ファミリーサポート富士川～

▲座学「子どもの世話」 ▲救急法 ▲座学「保育の心」

“子育てサポーター養成講座”受講者募集！

前期受講者の感想か
ら、充実した4日間
が伝わりました！

子育てサポーター養成講座（前期）受講の様子
（ 6月 18日～ 21日実施）
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今
年
度
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

協
議
会
会
長
の
秋
山
で
す
。
先
輩

方
が
、
築
い
て
き
た
推
進
委
員
活

動
を
受
け
継
ぎ
、
さ
ら
に
努
力
し

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
健

康
増
進
や
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の

ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
、
新
し
い
施

策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
地
域

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
責
任
感
を
持
ち
期
待
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
、
推
進
委
員
全
員
で
頑

張
っ
て
い
く
所
存
で
す
。

　
皆
様
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
ご
協
力
い
た
だ
く
か
と
思
い
ま

す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
を

も
っ
と
周
知
し
て
い
た
だ
き
、
お

声
掛
け
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

か
と
思
い
ま
す
。今
後
も
ご
支
援
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
し
て
私
の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
6
月
23
日（
土
）、町
民
体
育
館
で

体
力
測
定
会
を
開
催
し
、
町
民
約
30

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
共
通
種
目
と
し
て
、
握
力
、
上
体

起
こ
し
、
長
座
体
前
屈
の
測
定
を
行

い
、
年
齢
別
で
、
反
復
横
跳
び
、
立

ち
幅
跳
び
、
20
m
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
、

開
眼
片
足
立
ち
、10
m
障
害
物
歩
行
、

6
分
間
歩
行
の
測
定
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
各
種
目
の
測
定
結
果

を
、
A
〜
E
の
5
段
階
の
総
合
評
価

で
知
る
こ
と
が
で
き
、
自
身
の
運
動

能
力
を
確
か
め
る
良
い
機
会
に
な
り

ま
し
た
。

　
来
年
も
開
催
予
定
で
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
委
員　
山
本
浩
司
）

　
関
東
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
究
大

会
が
、
6
月
8
日
、
9
日
に
東
京
墨

田
区
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
来
年
か
ら
の
3
年
間
は
「
ゴ
ー
ル

デ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
イ
ヤ
ー
ズ
」
と
言

わ
れ
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
が
連
続
し
ま
す
。

　
こ
の
好
機
に
、

今
回
学
ん
だ
ス

ポ
ー
ツ
人
口
拡
大

の
手
法
を
生
か
し

た
活
動
が
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。（委

員　
堀
内
春
美
）

　
6
月
30
日（
土
）、峡
南
ブ
ロ
ッ
ク

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
連
絡
協
議
会
研

修
会
が
六
郷
小
学
校
体
育
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
黄
色
い
標
的
球
に
、

赤
と
青
の
柔
ら
か
い
ボ
ー
ル
を
近
づ

け
る
よ
う
投
げ
合
い
、
チ
ー
ム
で
得

点
を
競
う
「
ニ
チ
レ
ク
ボ
ー
ル
」
を

体
験
し
ま
し
た
。
今
後
、
地
域
の
皆

さ
ん
に
愛
さ
れ
る
競
技
に
な
る
こ
と

を
期
待
し
、「
一
球
入
魂
」の
研
修
に

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
同
士
の
交
流
も

深
ま
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

（
委
員　
野
中
昭
彦
）

会　
長	

秋
山　
政
博
（
長
澤
）

副
会
長	

原
田　
秀
彦
（
最
勝
寺
）

副
会
長	

佐
藤
美
智
子
（
最
勝
寺
）

副
会
長	

渡
邊　
良
一
（
大
椚
）

会　
計	

窪
田　
三
枝
（
青
柳
町
上
）

委　
員	

深
澤　
一
仁
（
五
開
）

　
〃	

山
下　
俊
明
（
小
林
）

　
〃	

野
中　
昭
彦
（
中
部
）

　
〃	

長
澤　
誉
博
（
天
神
中
條
）

　
〃	

中
込
ま
ゆ
み
（
天
神
中
條
）

　
〃	

秋
山　
　
悟
（
平
林
）

　
〃	

山
本　
浩
司
（
穂
積
）

　
〃	

小
林　
義
明
（
鰍
沢
北
）

　
〃	

深
澤　
和
仁
（
青
柳
町
上
）

　
〃	

堀
内　
春
美
（
小
林
）

　
〃	

秋
山　
孝
文
（
最
勝
寺
）

　
〃	

渡
邉　
明
雄
（
長
澤
）

　
〃	

石
倉　
　
進
（
大
久
保
）

　
〃	

遠
藤　
　
昭
（
鰍
沢
北
）

　
〃	

大
久
保
京
二
（
青
柳
町
下
）

　
〃	

望
月　
直
樹
（
鰍
沢
中
）

　
〃	

秋
山　
士
朗
（
𣇃
米
）

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
だ
よ
り

平
成
30
年
9
月
　
第
11
号

秋山　孝文
（最勝寺）

渡邉　明雄
（長澤）

石倉　　進
（大久保）

大久保京二
（青柳町下）

望月　直樹
（鰍沢中）

秋山　士朗
（𣇃米）

遠藤　　昭
（鰍沢北）

新
委
員
の
皆
さ
ん

▲ニチレクボール

▲長座体前屈

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員 
新
会
長
挨
拶

会長
秋山　政博

峡
南
ブ
ロ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
連
絡
協
議
会
研
修
会

町
民
体
力
測
定
会
　
開
催

関
東
ブ
ロ
ッ
ク

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
究
大
会

平
成
30
年
度
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
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秋季ソフトテニス教室

第9回町民文化祭　文化展
　第9回町民文化祭文化展の出展作品を次のとおり、募集します。

◇募集内容
　【文芸部門】
　　○短歌・俳句・川柳　1人3首（句）以内
　　○随筆・小説・児童文学　1人1編（400字詰めの原稿用紙を使用し、4,000字以内）
　　○詩　1人2編以内
　【美術部門】
　　○書道　1人1点（釈文（読みにくい漢字にはフリガナ）をつけ、出品票には作品の大きさを明記）
　　○押し花・ちぎり絵　1人2点以内
　　○写真　1人1点（サイズは自由、額またはパネル使用／デジカメプリントの場合は400万画素以上）
　　○絵画　1人1点（20号以内）額装のこと
　　○絵手紙　1人3点以内
　【その他の部門】
　　○華道・陶芸　詳細は文化協会華道部・陶芸部にお問い合わせください。
◇展示期間	 11月17日（土）〜19日（月）
◇展示会場	 町民会館
◇応募資格	 町内在住または在勤、在学の方
◇応募方法	 �「文化祭文化展出展募集」チラシ（ますほ文化ホール、役場本庁舎、町民会館、教育委員会窓口で配布）

の「文化祭出品票」に必要事項を記入のうえ、作品と一緒に文化協会事務局にお申し込みください。

●お申し込み・お問い合わせ　文化協会事務局（教育委員会内）　☎22−5361

秋季ソフトテニス教室
　ソフトテニス部員が、初級者から上級者の方まで、やさしく指導しますので、
ぜひ、この機会に参加してみませんか。

◇日　　程	 9月8日（土）・15日（土）・22日（土）・29日（土）の4日間
◇時　　間	 午後8時〜9時30分
◇場　　所	 利根川公園テニスコート
◇内　　容	 開講式・フォアハンド・バックハンド・サービス・レシーブ・ゲーム・閉講式
◇対　　象	 小学生以上（親子でも参加できます）
◇参 加 料	 1,000円　※開講式で徴収します
◇申込方法	「氏名・性別・年齢・住所・連絡先・ラケットの有無」を電話またはFAXでお申し込みください。
◇締め切り	 9月5日（水）
◇そ の 他	 ・雨天中止の際に連絡の取れる電話番号をお願いします。
	 ・雨天の場合は、翌週に延期します。
	 ・コートを傷めないシューズでお願いします。
	 ・傷害保険に加入します。なお、当日申込の場合は、各自で傷害保険に加入していただきます。

●お申し込み・お問い合わせ　生涯学習課　社会体育担当　☎22−5361　FAX 22−5392

秋季町民
ゴルフ大会

◇日　　時	 10月3日（水）
◇場　　所	 甲斐ヒルズカントリー倶楽部
◇参 加 費	 2,000円＋プレー費
◇申込方法	 体育協会各地区支部長までお申し込みください。
※�支部対抗戦、個人戦（一般、シニア65歳以上、レディースの3部
門）で表彰します。

●お問い合わせ　体育協会事務局（教育委員会内）　☎22−5361

出展作品募集

参加者
募集

参加者
募集
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町
民
交
流
広
場（
仮
称
）の
名
称
を
募
集
し
ま
す

　
町
で
は
、
平
成
31
年
度
、
ス
ポ
ー

ツ
施
設
の
供
用
開
始
に
向
け
て
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
町

民
交
流
広
場（
仮
称
）を
ス
ポ
ー
ツ・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
拠
点
と
し

て
、
町
民
の
皆
さ
ん
や
来
訪
者
に

と
っ
て
親
し
み
や
す
く
、
多
く
の
方

に
利
用
さ
れ
る
施
設
と
な
る
よ
う
、

名
称
を
募
集
し
ま
す
。

◇
募
集
期
間

　

8
月
27
日
（
月
）
〜
9
月
26
日

（
水
）
午
後
4
時
ま
で

※
郵
便
の
場
合
は
、
当
日
消
印
有
効

◇
応
募
資
格

　
ど
な
た
で
も
応
募
可
能

◇
応
募
方
法

　
所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、持
参・郵
送・F
A
X・

e
メ
ー
ル
（
件
名
に
「
町
民
交
流
広

場
（
仮
称
）
の
名
称
募
集
」
と
入
力
）

に
よ
り
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
1
人
に
つ
き
1
作
品
と
し
ま
す
。

◇
賞
お
よ
び
賞
品

【
最
優
秀
賞
（
1
点
）】
図
書
カ
ー
ド

1
万
円
分

【
優
秀
賞（
2
点
）】図
書
カ
ー
ド
5
千

円
分

◇
応
募
用
紙
配
布
場
所
お
よ
び
応
募

箱
設
置
場
所

・
都
市
整
備
課（
東
別
館
分
館
2
階
）

・
政
策
秘
書
課（
役
場
本
庁
舎
2
階
）

・
教
育
委
員
会
（
教
育
文
化
会
館
1

階
）

※
応
募
用
紙
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
応
募
用
紙
配

布
場
所
に
あ
る
実
施
要
項
ま
た
は
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
都
市
整
備
課　
整
備
推
進
担
当

　
〒
4
0
0
―
0
5
0
1

　
青
柳
町
3
2
5
―
2

　
☎
22
―
7
2
1
4

　
F
A
X　
22
―
5
2
9
0

　
ｅ
メ
ー
ル　

toshiseibi@
tow
n.

fujikaw
a.lg.jp

　
認
知
症
カ
フ
ェ
「
ゆ
ず
カ
フ
ェ
」

で
は
、
介
護
し
て
い
る
家
族
や
地
域

の
方
が
、参
加
す
る
こ
と
で“
ほ
っ
”

と
息
抜
き
で
き
る
よ
う
な
集
い
を
開

催
し
ま
す
。

　
認
知
症
看
護
認
定
看
護
師
が
、
認

知
症
に
つ
い
て
の
ミ
ニ
講
座
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
日
ご
ろ
の
認
知
症
や

介
護
の
疑
問
な
ど
を
相
談
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　

ゆ
ず
カ
フ
ェ
と
同
時
開
催
の
た

め
、
ご
本
人
と
一
緒
に
参
加
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
。

◇
日
時　
10
月
2
日
（
火
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

※
ゆ
ず
カ
フ
ェ
開
催
中
に
行
い
ま
す
。

◇
場
所　
保
健
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー

2
階

◇
参
加
費　
2
0
0
円
（
飲
み
物
・

お
茶
菓
子
付
き
）

●
お
問
い
合
わ
せ

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
22
―
4
6
1
5

　
認
知
症
高
齢
者
「
声
掛
け
訓
練
」

で
は
、
行
方
不
明
者
が
出
た
と
想
定

し
て
、
鰍
沢
警
察
署
と
連
携
し
た
捜

索
訓
練
と
、
認
知
症
の
説
明
や
認
知

症
の
方
へ
の
声
の
掛
け
方
を
学
ぶ
研

修
会
を
行
い
ま
す
。
当
日
は
、
町
内

全
域
に
防
災
無
線
も
流
し
ま
す
。
訓

練
に
参
加
し
、
認
知
症
の
方
を
見
か

け
た
時
の
対
応
方
法
を
学
び
ま
し
ょ

う
。

◇
日
時　
10
月
5
日
（
金
）

　
午
後
1
時
〜
5
時

◇
場
所　
町
民
会
館　
3
階
ホ
ー
ル

◇
内
容

①
研
修

「
認
知
症
の
正
し
い
理
解
に
つ
い
て
」

〈
講
師
〉認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト

②
研
修

「
捜
索
に
当
た
っ
て
心
が
け
る
こ
と
」

〈
講
師
〉
鰍
沢
警
察
署

③
声
掛
け
訓
練
の
説
明

④
模
擬
訓
練
（
町
内
を
捜
索
）

⑤
反
省
会
（
希
望
者
）

◇
申
込
締
切　
9
月
28
日
（
金
）

※
認
知
症
に
よ
る
徘
徊
の
心
配
が
あ

る
方
は
、「
徘
徊
S
O
S
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
へ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
22
―
4
6
1
5

認
知
症
高
齢
者

「
声
掛
け
訓
練
」
に
つ
い
て

「
徘
徊
S
O
S
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

と
は
…

　
認
知
症
な
ど
の
た
め
に
徘
徊
す

る
可
能
性
が
あ
る
方
の
情
報
を
事

前
登
録
し
、
役
場
と
鰍
沢
警
察
署

で
共
有
す
る
こ
と
で
、
行
方
不
明

に
な
っ
た
時
に
よ
り
短
時
間
で
捜

索
を
始
め
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た

め
の
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
協
力
機
関
は
、
町
内
タ
ク
シ
ー

会
社
、
新
聞
配
達
、
介
護
・
障
害

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
、
小
・
中
・
高

等
学
校
な
ど
が
協
力
事
業
所
に

な
っ
て
い
ま
す
。

町
民
交
流
広
場（
仮
称
）の
名
称
を
募
集
し
ま
す

認
知
症
カ
フ
ェ
「
ゆ
ず
カ
フ
ェ
」

認
知
症
カ
フ
ェ
「
ゆ
ず
カ
フ
ェ
」

「
介
護
者
の
ほ
っ
と
息
抜
き
会
」

開
催
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特産品合戦

恋活イベント

1
1
9
番
通
報
の
か
け
方
を

確
認
し
ま
せ
ん
か
？

　
峡
南
消
防
本
部
管
内
で
の
平
成
29

年
中
の
救
急
出
動
件
数
は
2
，

5
1
6
件
あ
り
、
過
去
2
番
目
に
多

い
出
場
件
数
と
な
り
ま
し
た
。

　
消
化
活
動
や
救
急・救
助
活
動
は
、

一
分
一
秒
を
争
う
時
間
と
の
勝
負
で

す
。も
し
通
報
者
が
慌
て
て
し
ま
い
、

場
所
な
ど
を
正
し
く
伝
え
ら
れ
な
け

れ
ば
災
害
現
場
へ
の
到
着
が
遅
れ
て

し
ま
い
、
被
害
が
拡
大
し
大
惨
事
に

な
り
助
か
る
は
ず
の
命
が
助
か
ら
な

く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
落
ち
着

い
て
し
っ
か
り
と
情
報
を
伝
え
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
災
害
が
発
生
し
た
場
所
や
状
況
に

つ
い
て
通
信
司
令
員
が
順
番
に
聴
取

し
、
消
防
車
や
救
急
車
を
出
動
さ
せ

ま
す
が
、
一
秒
で
も
早
く
現
場
へ
到

着
す
る
た
め
に
は
皆
さ
ん
の
ご
協
力

が
必
要
で
す
。

「
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
さ
ず
に

来
て
ほ
し
い
」　
し
か
し
…

　
救
急
車
や
消
防
車
が
緊
急
走
行
す

る
時
に
は
、
赤
色
灯
を
つ
け
、
サ
イ

レ
ン
を
鳴
ら
す
よ
う
法
律
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
迅
速
で
安
全
な
走
行

に
必
要
不
可
欠
な
た
め
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

9
月
9
日
は

「
救
急
の
日
」

①場所を伝える
場所がわからない時は
目標物を伝える。

②「救急」の場合
性別、年齢、症状、
誰がどのようにして
どうなったのかを簡
潔に伝える

③通報者の名前と連絡先を伝える
状況によっては、再度情報確認で連絡するこ
とや、救急車の要請の場合は、応急処置を口
頭で指導することがあります。

②「火事」の場合
何がどのように燃
えているのかを簡
潔に伝える

※�情報を聞いている間に救急車・消
防車は出動します。落ち着いて情
報を伝えましょう。

20 代
30 代中心

恋活イベント

特産品合戦
　豪華ランチビュッフェ＆各市町の特産
品を食べ比べながら、素敵な出会いを見
つけませんか？

♡日　　時　9月30日（日）　正午
♡場　　所　ホテルやまなみ（笛吹市石和町駅前15−1）
♡募集人員　独身男女各20人程度
　※�応募者多数の場合は、抽選とさせていただきます。抽選結果
については、9月27日頃メールにてご連絡します。

♡参 加 費（特産品食べ比べ＆ランチビュッフェ、ドリンク代込み）
　・男性6,000円（町内、甲州市在住男性　5,000円）
　・女性3,000円（町内、甲州市在住女性　2,000円）
♡�申込方法　eメールまたはQRコードから次のとおり、お申し
込みください。
　〈件名〉「甲州市・富士川町合同恋活」
　〈本文〉①氏名　②生年月日　③お住まいの市町村
　　 　　④携帯電話番号　⑤メールアドレス
　〈送信先〉山梨恋活コミュニティ
　　 　　　wincere2013@gmail.com
♡申込締切　9月26日（水）

〜当日の流れ〜
午前 11時 30分	 受付
正午	 スタート！
午後   0 時 10 分	 1 対 1自己紹介
　　   1 時 30 分	 いいね！投票
　　   1 時 45 分	 ランチ＆特産品合戦
	 ※席替えあり♡
　　   3 時 15 分	 特産品投票＆

好印象チェック
　　   3 時 45 分	 インフォメーション
　　   4 時 00 分	 フリートーク
　　   4 時 30 分	 終了予定

●お問い合わせ
　山梨恋活コミュニティ　☎090−4597−9915
　政策秘書課　秘書担当　☎22−7216

主催富士川町 甲州市主催

●
お
問
い
合
わ
せ

　

峡
南
消
防
本
部　

北
部
消
防
署
救
急
係

　

☎
0
5
5
―
2
7
2
―
1
9
1
9

司会・進行
山梨住みます芸人
ぴっかり高木といしいそうたそう

恋活

峡南消防本部です。
「火事」ですか？
「救急」ですか？
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Information
緑の募金へのご協力
ありがとうございました
　町緑化推進会議では、区長・組長を通じて各家庭へ
募金をお願いしました。その結果、818,763円が寄せ
られ、県緑化推進機構へ送金しました。
　この募金は、緑化の推進を目的に、苗木の配布や緑
の少年少女隊の緑化活動に活用されます。
　皆さんのご協力、ありがとうございました。

●お問い合わせ
　産業振興課　農林振興担当　☎22−7202

第9回甲州富士川まつり
ボランティアスタッフ募集
　甲州富士川まつりに、会場で郷土料理みみの配布や
リユース食器の回収などを行うボランティアスタッフ
として参加しませんか？

◇活動時間	 11月11日（日）
	 午前9時〜午後2時30分頃まで（予定）
◇参加資格	 16歳以上で健康な方
◇支 給 品	 昼食、飲み物

●お申し込み・お問い合わせ
　9月28日（金）までに、富士川まつり実行委員会
（産業振興課内☎22−7202）まで電話でお申し込みく
ださい。

かじかの湯臨時休業のお知らせ
　かじかの湯は、温泉井戸孔内および施設改修工事の
ため、次の期間臨時休業となります。
　ご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願い
します。

◇臨時休業期間　9月10日（月）〜10月5日（金）

●お問い合わせ
　産業振興課　観光振興担当
　☎22−7202

農地の利用状況調査を実施します
　農業委員会では、農地法第30条第1項の規定によ
り、耕作されていない農地（遊休農地）の実態把握や、
違反転用の発生防止・早期発見のため、毎年度、農地
利用状況調査を実施しています。

◇対象農地	 町内全域の農地
◇調査期間	 8月〜11月
◇調査方法	 �地域の農業委員、農地利用最適化推進委

員、町農業委員会事務局員が、実際に農
地の現況を調査

　なお、調査の際、皆さんが所有される農地に立ち入
る場合もありますので、ご理解とご協力をお願いしま
す。

【農地の適正管理にご協力を！】
　農地を管理しないまま放置すると、雑草の繁茂、病
害虫の発生、有害鳥獣の潜入、繁殖などの原因となり
ますので、草刈りや除草などを行い、農地を適正に管
理していただきますようお願いします。

●お問い合わせ
　農業委員会（産業振興課内）　☎22−7202

下水道まつりのお知らせ
　地域の皆さんの下水道事業に対するご協力に感謝す
るとともに、下水道への理解と関心を一層深めていた
だくため、9月の「下水道の日」の行事の一環として、
毎年、下水道まつりを行っています。今年は、富士北
麓浄化センターを会場として「第33回下水道まつり」
を行います。
　ぜひ、ご来場ください。

◇日　時	 9月1日（土）午前10時〜午後2時
	 （雨天決行）
◇場　所	 富士北麓浄化センター
	 （富士吉田市下吉田東四丁目26番1号）
	 ※駐車場あり
◇催し物	 ・下水道施設見学会、下水道探検ツアー
	 ・ミニ下水道展、水質実験コーナー
	 ・富士山火焔太鼓の会による演奏
	 ・フワフワ、マイエコバッグ作り
	 ・魚のつかみ取りなどのイベント
	 ・模擬店コーナー、おたのしみ抽選会など
	 ※�雨天時には、一部の催し物が中止となる

場合があります。

●お問い合わせ
　富士北麓浄化センター　☎0555−22−2259

お知らせ
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6
月
利
用
分

　
町
で
は
、
ご
み
が
出
な
い
イ
ベ
ン

ト
を
目
指
し
、
洗
浄
し
て
何
度
で
も

使
え
る
リ
ユ
ー
ス
食
器
の
利
用
を
推

奨
し
て
い
ま
す
。

使用日 使用イベント名 全体注文数
（箸・スプーン含む）

リユース食器数
（個）

CO2削減量
（kg）

スギ本数
（本）

6/24〜30 第21回あじさい祭り 2860 2710 208.67 14.9

合計 2,860 2,710 208.67 15

第7回ウォーキングゴルフ大会
◇日　　時	 9月30日（日）午前7時30分スタート
◇場　　所	 殿原カントリークラブ
◇対　　象	 町内在住の方
	 男性は60歳以上、女性は年齢制限なし
◇申込方法	 �殿原カントリークラブおよび殿原カント

リークラブ練習場にある申込用紙に記入
のうえお申し込みください。

●お申し込み
　�殿原カントリークラブ、殿原カント
リークラブ練習場、体育協会事務局
●お問い合わせ
　体育協会事務局（教育委員会内）
　☎22−5361

平成30年度
　下水道排水設備工事責任技術者認定試験
　下水道の排水設備工事を施工する指定工事店には、
「下水道排水設備工事責任技術者」の資格を有する者の
専属が必要です。この試験は、責任技術者としての技
能を認定するものです。
　今年度は次の日程により実施します。

◇受付期間	 9月19日（水）〜10月10日（水）
◇講 習 会	 10月30日（火）　午前10時〜午後4時
◇試　　験	 11月25日（日）
	 午前10時〜午後0時15分
◇場　　所	 県立男女共同参画推進センター
	 （ぴゅあ総合）
※�申込用紙は、上下水道課窓口（☎22−7204）、釜無
川浄化センタ−（長澤1790／☎22−8511）に用
意してあります。
※�今年度から、日本下水道協会の作成した「共通試験
問題」を導入します。出題内容・形式などは県下水
道公社のホームページに掲載されています。

●お申し込み・お問い合わせ
　県下水道公社事務局　☎055−263−2738

リ
ユ
ー
ス
食
器
0
円
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

認
定
N
P
O
法
人
ス
ペ
ー
ス
ふ
う

夕方の「町の歌」の放送について
　広報6月号において、町の歌の歌詞が季節ごとに変
わるお知らせをしましたが、防災ラジオにおきまして
は、機器のシステム上、ラジオから流れる曲は、今ま
でどおり1番のみですのでご承知おきください。
●お問い合わせ
　政策秘書課　企画推進担当　☎22−7216
　防災課　防災担当　☎22−7218

「法の日」週間行事
「家庭裁判所ツアー

〜少年審判を通じて家庭裁判所の仕事を知ろう！〜」

◇日時　10月29日（月）　午後3時15分〜4時45分
◇場所　甲府地方・家庭裁判所（甲府市中央1−10−7）
◇対象　�県内の高校生、短大生、専門学校生、大学生

および大学院生
◇定員　30人（先着順）
◇内容　�少年審判の説明、裁判所書記官および家庭裁

判所調査官の職種説明、庁舎内見学など
◇申込期間　9月18日（火）〜10月5日（金）
　　　　　　ただし、定員に達し次第受付終了
◇申込方法　電話にてお申し込みください。
●お申し込み・お問い合わせ
　甲府地方裁判所事務局　総務課庶務係
　☎055−235−1133

土地の境界問題に関する相談
　土地境界の専門家「土地家屋調査士」と法律の専門
家「弁護士」が協力して皆さんのご相談に応じ、公正・
迅速・円満な形で問題の解決を目指すようお手伝いし
ます。
　完全予約制です。電話での相談はお受けできません。
必ず予約をしてからお越しください。
　境界問題でお困りの方、まずはお電話ください。
●お申し込み・お問い合わせ
　境界問題相談センターやまなし
　☎055−225−3737

参加費無料！
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ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
改
修
費
の

補
助
制
度
に
つ
い
て

　
町
で
は
、
地
震
の
際
の
ブ
ロ
ッ
ク

塀
な
ど
の
倒
壊
に
よ
る
被
害
を
な
く

す
た
め
、
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど

の
自
主
的
な
撤
去
お
よ
び
改
修
を
支

援
す
る
制
度
を
始
め
ま
し
た
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
自
宅
の
敷

地
に
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の

チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
と
と
も
に
、
本
制

度
を
利
用
し
、
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀

な
ど
の
撤
去
お
よ
び
改
修
を
ご
検
討

く
だ
さ
い
。

◇
補
助
対
象
工
事

【
撤
去
】

　
1
・
8
m
以
上
の
道
路
に
接
し
た

土
地
、
公
園
・
公
共
施
設
の
敷
地
な

ど
に
接
し
、
不
特
定
多
数
の
人
が
利

用
す
る
土
地
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど

で
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
高
さ
が

60
c
m
を
超
え
る
も
の
。

【
改
修
】

　
撤
去
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
に
か

え
て
、
新
た
に
生
け
垣
の
設
置
を
行

う
も
の
。

※
補
助
制
度
の
期
限
は
、
平
成
33
年

3
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

◇
補
助
金
額

【
撤
去
】

・
既
存
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
撤
去

　
1
1
，2
0
0
円
／
㎥

【
改
修
】

・
生
け
垣
の
新
設

　
5
，0
0
0
円
／
m

・
支
柱
購
入

　
2
，0
0
0
円
／
m

・
擁
壁
類
（
基
礎
部
）

　
1
2
，6
0
0
円
／
m

※
補
助
限
度
額
は
3
0
0
，0
0
0

円（
1
つ
の
敷
地
に
つ
き
1
回
限
り
）

※
補
助
率
は
、
実
施
経
費
の
2
／
3

以
内
。

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
都
市
整
備
課　
計
画
公
園
担
当

　
☎
22
―
7
2
1
4

［7月分］

工　事　名　・　件　名 場　　所 落札金額（円）
（消費税抜） 落　札　者

富士川町学校給食センター実施設計業務委託 小 林 21,400,000 綜合建築設計事務所
富士川町流域関連公共下水道全体計画見直し及
び都市計画決定図書作成業務委託 富 士 川 町 4,500,000 オリジナル設計㈱　山梨事務所

富士川町簡易水道経営戦略策定業務委託 富 士 川 町 2,100,000 日本会計コンサルティング
中部区鹿島地内配水管布設替工事（ 3工区） 鹿 島 5,070,000 ㈲ 井 上 設 備 工 業
中部区鹿島地内配水管布設替工事（ 4工区） 鹿 島 10,400,000 ㈱ 大 久 保 管 工
町営殿原団地H棟・K棟解体工事 最 勝 寺 14,100,446 ㈱ダスラップサービス
増穂南小学校飛散防止フィルム貼工事設計業務委託 小 室 700,000 NS 建築設計事務所
リニア髙下工事用道路に伴う補償算定業務委託 髙 下 1,650,000 ㈱ケイ・データエンジニア
富士川町下水道台帳作成業務委託 富 士 川 町 4,000,000 オリジナル設計㈱　山梨事務所
かじかの湯浄化槽内改修工事 鳥 屋 1,590,000 ㈱クリーンライフ
かじかの湯温泉井戸孔内改修工事 鳥 屋 14,650,000 ㈱萩原ボーリング
十谷大堰水路改修工事 十 谷 1,510,000 ㈲ 川 口 工 務 所
林道箱平線舗装工事 髙 下 1,600,000 井 上 建 設 ㈱
町道平林伊奈ヶ湖線道路改良工事 平 林 2,330,000 ㈱ 三 興 建 設
林道北山線舗装工事 𣇃 米 1,270,000 ㈲ 井 上 興 業
町道最勝寺 2号線水路改修工事 最 勝 寺 1,550,000 神 田 建 設 ㈱
かじかの湯男性サウナ室床壁及び男女露天風呂日よけ柱改修工事 鳥 屋 2,900,000 ㈲ 文 殊 堂
小林汚水枝線 30－30－2 号管布設工事 小 林 13,200,000 神 田 建 設 ㈱
小林汚水枝線 30－30－3 号管布設工事 𣇃 米 17,600,000 ㈲ 井 上 興 業
リニア髙下工事用道路整備工事 髙 下 62,500,000 井 上 建 設 ㈱
町道馬門 1号線舗装打換工事 最 勝 寺 9,700,000 高 野 工 業 ㈱
町道利根川公園 1号線舗装打換工事 小 林 9,580,000 ㈱ 早 野 組
町道大椚長沢 2号線舗装打換工事 大 椚 4,700,000 ㈱ 中 村 建 設
富士川西部広域農道舗装打換工事 𣇃 米 4,800,000 丸 浜 舗 道 ㈱

入 札 結 果 を 報 告 し ま す

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
改
修
費
の

補
助
制
度
に
つ
い
て
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富
士
川
町
景
観
審
議
会
の

委
員
を
募
集
し
ま
す

　
今
回
は
、
検
診
で
の
胸
部
レ
ン
ト

ゲ
ン
異
常
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

◇
比
較
読
影
と
二
重
読
影

　
皆
さ
ん
が
検
診
で
撮
影
さ
れ
た
レ

ン
ト
ゲ
ン
は
、
過
去
の
レ
ン
ト
ゲ
ン

と
比
較
し
て
読
影
す
る『
比
較
読
影
』

を
、
2
人
の
医
師
に
よ
り
ダ
ブ
ル

チ
ェ
ッ
ク
す
る
『
二
重
読
影
』
に
て

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

「
1
〜
5
」な
ど
の
判
定
が
さ
れ
、お

手
元
に
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。「
1
」

で
異
常
が
な
け
れ
ば
、
特
に
心
配
さ

れ
な
い
で
し
ょ
う
が
、「
3
以
上
」ま

し
て
や
「
5
」
で
は
、
が
ん
か
も
し

れ
な
い
な
ど
と
心
配
さ
れ
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。
誰
で
も
異
常
が
あ
る
な

ど
と
い
わ
れ
る
と
嫌
な
も
の
で
す
。

◇
陽
性
率

　
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
事
は
、
本

当
に
異
常
が
あ
る
の
は
検
診
異
常
を

指
摘
さ
れ
た
う
ち
の
ご
く
ひ
と
握
り

と
い
う
こ
と
で
す
。
一
般
的
に
胸
部

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
の
肺
が
ん
発
見
率

は
、
0・0
5
％（
1
万
人
あ
た
り
5

人
）
程
度
で
す
。
実
際
、
昨
年
の
当

院
の
デ
ー
タ
で
す
と
、1
0
，0
4
7

人
が
健
診
を
受
け
ら
れ
て
7
6
7
人

が
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
で
5
判
定
と
な

り
再
検
査
を
推
奨
さ
れ
、
実
際
に
肺

が
ん
な
ど
の
疾
患
で
あ
っ
た
の
は
6

人
で
し
た
。

　
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
で
何
か
見
つ
か

っ
た
場
合
は
す
ぐ
に
受
診
し
、
C
T

で
問
題
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
1
枚

で
は
残
念
な
が
ら
見
え
な
い
部
分
が

多
く
、
心
臓
、
動
脈
、
助
骨
な
ど
の

影
な
ど
指
摘
し
に
く
い
箇
所
に
で
き

て
し
ま
う
と
、
あ
る
程
度
の
大
き
さ

で
あ
っ
て
も
お
手
上
げ
で
す
。
健
診

で
異
常
を
指
摘
さ
れ
、
来
年
も
同
様

に
引
っ
か
か
っ
た
ら
受
診
し
よ
う
と

思
う
こ
と
は
間
違
い
で
す
。
肺
が
ん

の
多
く
は
1
年
も
待
っ
て
い
た
ら
、

進
行
期
に
な
っ
て
お
り
、
治
療
法
が

限
ら
れ
て
く
る
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。

◇
海
外
と
の
違
い

　
多
く
の
方
は
驚
く
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
世
界
的
に
は
肺
が
ん
検
診
と

し
て
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
は
有
用
で
な

い
と
さ
れ
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
日
本
で
は
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
検

診
を
受
け
る
こ
と
が
肺
が
ん
に
よ
る

死
亡
リ
ス
ク
を
減
少
さ
せ
て
い
る
こ

と
が
研
究
に
よ
り
わ
か
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
日
本
は
独
自
に
、
肺
が
ん

検
診
と
し
て
「
40
歳
以
上
の
全
員
に

対
す
る
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
な
ど

毎
年
1
回
行
う
こ
と
が
有
効
で
あ
る
」

と
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

◇
被
ば
く
の
問
題

　
レ
ン
ト
ゲ
ン
に
よ
る
被
ば
く
に
つ

い
て
心
配
さ
れ
る
方
も
い
る
か
と
思

い
ま
す
。
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
は
、
一

回
の
被
ば
く
量
は
き
わ
め
て
低
く

（
約
0
・
0
6
m
S
v
）、
極
端
な
回

数
を
重
ね
な
い
限
り
人
体
へ
の
悪
影

響
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

妊
娠
中
ま
た
は
妊
娠
の
可
能
性
が
あ

る
方
は
、
胎
児
へ
の
影
響
が
心
配
さ

れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
結
果
で
要
検
査

を
指
示
さ
れ
て
も
、
必
要
以
上
に
心

配
せ
ず
に
二
次
検
査
と
し
て
C
T
で

精
査
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま

す
。

今月は富士川病院
呼吸器内科　渡邉一孝
医師が担当です

富
士
川
町
景
観
審
議
会
の

委
員
を
募
集
し
ま
す

　
町
で
は
、町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
幅
広
い
声
を
景
観
形
成
施
策
に
反
映
さ
せ

る
た
め
、
景
観
審
議
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

◇
役
割　
富
士
川
町
景
観
条
例
に
基
づ
く
事
項
の
審
議

◇
応
募
資
格

・
町
内
在
住
の
方

・
平
成
30
年
4
月
1
日
現
在
、
満
20
歳
以
上
の
方

・
平
日
に
開
催
す
る
審
議
会
に
出
席
で
き
る
方

◇
募
集
人
数　
2
人
程
度

◇
任
期　
2
年

◇�

応
募
方
法　
規
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
持
参
、
郵

送
、
F
A
X
ま
た
は
e
メ
ー
ル
に
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

応
募
用
紙
に
つ
い
て
は
、都
市
整
備
課
窓
口
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◇�

選
考　
役
場
内
に
設
置
す
る「
公
募
委
員
選
考
委
員
会
」で
審
査
の
う
え
、

決
定
し
ま
す
。

※
選
考
結
果
は
応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

◇
応
募
締
切　
9
月
28
日（
金
）必
着

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
都
市
整
備
課　
計
画
公
園
担
当

　
〒
4
0
0
―
0
5
0
1

　
　
青
柳
町
3
2
5
―
2

　
☎
22
―
7
2
1
4

　
F
A
X　
22
―
5
2
9
0

　
�

ｅ
メ
ー
ル　

toshiseibi@
tow
n.

fujikaw
a.lg.jp

健
康
い
き
い
き
情
報

〜
健
診
で
の

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
判
定
の
見
方
〜
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「
管
理
職
が
女
性
⁉
」「
単
身
赴
任

だ
っ
て
⁉
」

　
最
近
、
男
性
主
体
だ
っ
た
職
種
や

立
場
で
活
躍
す
る
女
性
が
増
え
て
き

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
地
元
の

新
聞
で
も
『
や
ま
な
し
時
代
を
拓
く

女
性
た
ち
』
と
い
う
記
事
を
連
載
し

て
い
ま
す
が
、
彼
女
た
ち
は
ど
の
よ

う
に
困
難
を
克
服
し
て
き
た
の
で

し
ょ
う
か
？

◇
子
育
て

　
男
女
が
仕
事
と
家
庭
を
両
立
す
る

た
め
の
環
境
は
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
十
分
と
は
言
え
ま
せ

ん
。
そ
ん
な
中
で
先
日
、
N
H
K
甲

府
局
に
赴
任
さ
れ
た
ア
ナ
ウ
ン
ス
副

部
長
の
記
事
を
読
み
、
は
っ
と
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
異
動
が
決
ま
っ
た
時
、「
子

ど
も
は
ど
う
す
る
？
」「
な
ぜ
私
だ
け

が
頑
張
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

か
？
」
と
考
え
た
そ
う
で
す
。
そ
し

て
出
し
た
結
論
は『
単
身
赴
任
』。
子

ど
も
を
平
日
は
夫
に
託
し
、
土
日
は

帰
る
と
い
う
生
活
に
決
め
ま
し
た
。

家
族
に
と
っ
て
貴
重
な
数
年
間
に
な

る
だ
ろ
う
と
、
夫
婦
と
も
ベ
ス
ト
を

尽
く
し
て
子
ど
も
と
向
き
合
い
つ
つ

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　
も
う
一
人
、
住
友
生
命
山
梨
支
社

長
に
就
任
さ
れ
た
方
も
単
身
赴
任
。

入
社
当
時
、
子
育
て
中
の
女
性
職
員

を
家
族
の
よ
う
に
大
切
に
し
て
い
る

男
性
総
合
職
の
方
が
い
た
の
だ
そ
う

で
す
。
お
か
げ
で
家
庭
と
仕
事
の
切

り
替
え
が
う
ま
く
で
き
た
と
の
こ

と
。
今
は
子
ど
も
が
成
人
し
、
夫
の

理
解
も
得
ら
れ
た
の
で
、
会
社
へ
の

恩
返
し
と
い
う
思
い
で
山
梨
に
赴
任

し
た
と
の
こ
と
で
す
。

◇
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
心
構
え

　

一
人
ひ
と
り
と
向
き
合
い
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と

や
、　
相
手
に
共
感
し
、尊
敬
す
る
こ

と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
に
話
を
聞
き

施
策
に
生
か
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
感
心
し
た
の
は
、『
ど
ん
な
仕

事
で
も
自
分
で
判
断
で
き
る
ポ
ジ

シ
ョ
ン
は
楽
し
い
』
と
、
や
り
が
い

を
も
っ
て
仕
事
を
し
て
い
る
こ
と
で

す
。

　
女
性
が
で
き
な
い
仕
事
は
な
い
こ

と
、
立
場
が
変
わ
る
と
仕
事
の
内
容

や
そ
れ
に
繋
が
る
人
が
変
わ
り
成
長

で
き
る
こ
と
。
多
く
の
人
に
チ
ャ
ン

ス
を
生
か
し
、
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を

し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地産地消
～地元で採れた農産物を食べよう！～

　地産地消とは、その地域で採れたものをその地域で消費することです。近年、日本各
地において地元で採れた農産物を食べようという動きが盛んです。
　新鮮で栄養価の損なわれない食材を提供でき、生産者の顔が見えるため安心です。そ
のため、生産者および消費者にとってもさまざまなメリットが挙げられます。

生産者

経済 消費者

環境
直売などを充実させ
ることで、生産が盛
んになるとともに、
多様な農家が生産し
やすくなることや所
得の向上につながる

農産物を運ぶ距離が短
くなることで、輸送に
かかるエネルギーを節
約でき、環境への負荷
の軽減につながる

地元で消費するものは
地元で生産すること
で、地域に資金を還元
し、地域循環型経済の
活性化につながる

新鮮・安心で旬の
味覚を味わいたい
という消費者の
ニーズを満たす

地球にもあなたにもやさしい『地産池消』！
ぜひ、地元の農産物を優先的に購入してみてください。

地産地消による効果
⬇
⬆

⬇

⬆

働く女性の
職場を広げるには？

富士川町
男女共同参画推進委員会

産業振興課
☎22−7202
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　7月、道の駅「みのぶ」で開催されたフォトコンテストでグランプ
リに輝いた今村眞 子さんにお話しを伺いました。

■写真を始めたきっかけと写真歴は？
　きっかけは退職の記念に息子が「あちこち出歩いて写真を楽しんだ
ら」と一眼レフカメラをプレゼントしてくれたことでした。3年ほど
前から始めて、町の寺子屋教室に通い本格的に始めたのは2年前です。

■普段はどんな写真を撮るのですか？　写真の楽しさや難しさは？
　庭先の花や、出かけた先でそのときにいいなと感じたものを楽しん
で撮っています。外に出て気分転換ができることと、自分だけの世界
がレンズの向こうにあるというのが魅力で、今はまだ楽しさばかりで
す。

■今後の目標や挑戦したいことは？
　旅行がてら、今まで行ったことのない場所に足を踏み入
れて、自然の風景を撮ってみたいです。夕景とか朝日の昇
るところとか、自然の変化を撮れたらいいなと思います。
グランプリを撮ったことが励みになったのでもっと出歩い
て楽しみたいです。

〜カメラを相棒に
生きがいを楽しみたい〜

今村眞 子さん（鰍沢南）

ふ
じ
か
わ
文
芸

【
短　

歌
】

ド
ク
ダ
ミ
と
玉
葱
の
皮
び
わ
の
葉
の
薬
草
茶
の
む
デ
イ
の
お
三
時

	

竹
ノ
内
み
さ
ほ

連
れ
立
ち
て
納
涼
会
に
行
く
友
ら
は
な
や
ぎ
て
を
り
朝あ

し
たの

路
に

	

戸
田
き
よ
子

お
ん
じ
き
を
如
何
に
な
さ
む
か
こ
の
日
頃
歯
の
不
具
合
を
夫
は
言
ふ
な
り

	

遠
藤　

千
鶴

【
川　

柳
】

た
く
ま
し
い
女
性
の
肩
よ
ア
ス
リ
ー
ト	

坂
本　

倉
榮

蒸
し
暑
い
大
空
空
襲
の
空
浮
ぶ	

樋
口　

文
子

猛
暑
耐
え
ふ
っ
く
ら
丸
い
茄
子
届
く	

中
村
み
な
恵

9月1日（土）〜30日（日）

〜認知症になっても
安心して住めるまちに〜

『認知症について知ろう』

【放送時間】
　午前9時〜、午後9時〜

●お問い合わせ
　政策秘書課　広聴広報担当
　☎22−7216

▲グランプリを受賞した作品「バラの香り」

健康いきいき情報

富士川CATV
（11ch）
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幽玄な原生林の精気を満喫

地域活性化のために〜車座座談会〜

大地震に備え避難所生活を体験 !!

手紙で親子の絆を深めて

紙は捨てずにリサイクル

　7月 14日（土）、櫛形
山夏山トレッキングが開
催され、町内外から 20
人が参加しました。35度
を超えた酷暑の日にもか
かわらず、登山道は気温
19度と快適で、「櫛形山
を愛する会」の皆さんから、原生林や高山植物、鹿の

食害など、解説を聞
きなが
ら、ト
レッキ
ングを
楽しみ
ました。

　7月 27日（金）、「富
士川町の活性化につい
て〜中山間と商店街を
むすびつける〜」を
テーマに、峡南地域活
動支援協議会と町長が
対話をする車座座談会
を開催しました。現在閉館している青柳宿追分館の今
後の活用についてなど意見交換を行いました。

　7月 14日（土）〜 15日
（日）、かじかざわ児童セン
ターにおいて「大地震にお
ける避難所生活」をテーマ
に、お泊り児童センターを
実施しました。ダンボール
の仕切りでグループごとに
スペースをつくり、ビニー
ル袋炊飯などを経験しまし
た。また、夜には懐中電灯
を持って外階
段から庭へ避
難しました。

　7月 19日（木）、南
アルプス郵便局と（株）
はくばくから、町内小
学校1〜3年生の児童
と保育所園児に、「親子
ありがとうレター」の
はがきが贈られました。
　夏休みのたくさんの
思い出を手紙にし、家
族に出すことで絆を深
め、手紙の良さを知っ
てもらうことを目的に
行われました。

　7月 23 日（月）、24 日（火）町内児童クラブの小
学生を対象に、町職員による環境教室を開催しました。
　ミックスペーパーのリサ
イクルについて説明する
と、子どもたちから質問が
出ていました。最後に「お
うちに帰って家の人に伝え
てね」とのお願いに、元気
な返事が返ってきました。

自転車運転技術を競い3位入賞 !!
　7月 14日（土）、緑
が丘スポーツ公園体育
館で開催された交通安
全子供自転車山梨県大
会に鰍沢小学校6年生
のチームが出場し、技
能テストや学科テスト
に挑みました。連日の
暑さにも負けず、日ご
ろの練習の成果を発揮
し、12 校 16 チ ー ム
中、見事第 3位に入賞
しました。
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ヴァンフォーレ甲府富士川町サンクスデー� 山梨中銀スタジアム

すすめ！ふじかわ探検隊♪

　7月 15日（日）、第 23節　対 FC岐阜戦にあわせて富士川町サンクスデーを開催しました。気温 37℃を超える酷
暑のなか、PRブースでは町観光物産協会がねじり菓子やゆずゼリー、桜ゼリーを、増穂商業高校「いきいきショッ
プ増商」がふじロフ、福箕餅を販売しました。同時開催された肉フェスにも町内の飲食店 2店舗が出店しました。
　また、ピッチ上では甲州YOSAKOI 凛舞増穂のよさこい演舞による応援パフォーマンスで会場を盛り上げ、試合前
の特産品贈呈セレモニーでは、町長から両チームへ「富士川町産すもも貴陽」を贈りました。増穂サッカークラブ（町
内小学生）がエスコートキッズ、エコバナーキッズ、人権メッセージバナーキッズを、増穂グランツサッカークラブ
（町内中学生）がボールパーソンを務めました。

　7月 30日（月）、町
内の公共施設などを見
学する町政バスが出発
しました。小学校1年
生から大人まで 25 人
が参加し、町長室や議
場、建設中の町の施設
や鰍沢税務署を見学し
ました。森林総合研究
所森の教室では木の実
を使った工作をし、雨
端硯本舗雨宮弥兵衛で
は硯石を削るなど貴重
な体験をしました。

コース：役場本庁舎→税務署→森林総合研究所→雨端硯本舗雨宮弥兵衛
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富士川町ますほ文化ホール
☎ 22−8811　FAX 22−8815
Mail  info@fbkh.jp

★ホームページをリニューアルしました！
〈URL〉http://masuho-bunka.jp

【
チ
ケ
ッ
ト
情
報
】

★
当
日
券
あ
り

痛
快
！
ね
ぎ
ぼ
う
ず
の
あ
さ

た
ろ
う

絵
本
時
代
劇

　
読
み
語
り
コ
ン
サ
ー
ト
の
旅

◇
開
演
日　
9
月
2
日
（
日
）

◇
開
演
時
間　
午
後
2
時

◇
入
場
料
（
全
席
指
定
）

・
一
般　
2
，0
0
0
円

・
中
学
生
以
下　
1
，0
0
0
円

（
当
日
は
各
5
0
0
円
増
し
）

・
友
の
会
会
員　
1
，8
0
0
円

※
幼
児
の
膝
上
鑑
賞
は
無
料

◇
出
演

〈
語
り
〉
飯
野
和
好
（
絵
本
作
家
）、

平
野
文
（
声
優
）

〈
演
奏
〉
雅
楽
三
昧
中
村
さ
ん
ち

※
作
家
サ
イ
ン
会・絵
本
販
売
あ
り
。

三
井
住
友
海
上
文
化
財
団
と
き
め
く

ひ
と
と
き
第
8
2
1
回

須
川
展
也
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
・

リ
サ
イ
タ
ル

〜
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
綴
る「
銀
河

鉄
道
の
夜
」
〜

　
日
本
が
世
界
に
誇
る
サ
ク
ソ
フ
ォ

ン
奏
者
の
須
川
展
也
に
よ
る
特
別
企

画
。
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し

む
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

◇
開
演
日　
9
月
16
日
（
日
）

◇
開
演
時
間　
午
後
3
時

◇
入
場
料
（
全
席
自
由
）

・
一
般　
2
，0
0
0
円

・
中
学
生
以
下　
1
，0
0
0
円

（
当
日
は
各
5
0
0
円
増
し
）

・
友
の
会
会
員　
1
，8
0
0
円

※
未
就
学
児
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

※
本
公
演
は
、（
公
財
）三
井
住
友
海

上
文
化
財
団
の
助
成
に
よ
り
、
低
料

金
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

◇
出
演

〈
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
〉須
川
展
也
、山
田

忠
臣
、
國
末
貞
仁
、
福
井
健
太
、
上

野
耕
平

〈
ピ
ア
ノ
・
語
り
〉
小
柳
美
奈
子

★
プ
レ
コ
ン
サ
ー
ト（
要
チ
ケ
ッ
ト
）

◇
開
演
時
間

　
午
後
2
時
30
分
〜
45
分

◇
出
演　
須
川
展
也
＋
増
穂
中
・
鰍

沢
中
吹
奏
楽
部
、
メ
リ
ー
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

【
募
集
情
報
】

2
0
1
8

　「
街
角
の
音
楽
会
」

出
演
者
募
集
！

　
毎
年
恒
例
の
出
演
者
同
士
が
協
力

し
て
開
催
す
る
手
づ
く
り
音
楽
会
。

今
回
か
ら
町
外
者
の
出
演
も
可
能
と

な
り
ま
し
た
。

◇
開
催
日　
10
月
27
日
（
土
）

◇
開
催
時
間

・
ジ
ュ
ニ
ア
の
部　
午
前
10
時

・
一
般
の
部　
午
後
1
時

◇
締
め
切
り　
9
月
24
日
（
月
祝
）

◇
募
集
数

・
ジ
ュ
ニ
ア
の
部　
10
組

・
一
般
の
部　
15
組

◇
参
加
費
（
1
人
あ
た
り
）

【
町
内
在
住
】

・
中
学
生
以
下　
無
料

・
高
校
生
以
上　
5
0
0
円

【
町
外
在
住
】

・
中
学
生
以
下　
5
0
0
円

・
高
校
生
以
上　
1
，0
0
0
円

◇
申
込
方
法　
所
定
の
用
紙
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。（
未
成
年
者
は
、

保
護
者
ま
た
は
成
人
付
添
者
が
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。）

【
出
演
者
交
流
会
】

※
出
演
者
は
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ

い
。

◇
日
時　
10
月
3
日
（
水
）
午
後
7

時
予
定

◇
内
容　
出
演
順
番
お
よ
び
リ
ハ
ー

サ
ル
順
番
を
決
定
し
ま
す
。

秋
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

キ
ッ
ズ
フ
ェ
ア
ま
ほ
ら
の
森
2
0
1
8

出
店
者
募
集
（
50
区
画
）

◇
開
催
日　
11
月
3
日
（
土
祝
）

◇
時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
2
時

◇
出
店
料　
1
，0
0
0
円（
1
区
画

3
m
×
3
m
）

※
当
日
支
払
い
、
午
前
8
時
か
ら
受

付
開
始
（
前
回
の
「
春
の
フ
リ
マ
」

よ
り
30
分
繰
り
上
が
り
ま
す
）

◇
出
店
場
所

・
一
般
フ
リ
マ
系　
庭
園
芝
生
内

・
フ
ー
ド
系　
駐
車
場
内

◇
対
象　
プ
ロ
、
ア
マ
は
問
い
ま
せ

ん
。（
た
だ
し
、
露
店
商
は
対
象
外
）

◇
申
込
方
法　
所
定
の
用
紙
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
締
め
切
り

・
フ
ー
ド
系
出
店　
10
月
12
日（
金
）

午
後
5
時

・
一
般
フ
リ
マ
系
出
店　
10
月
26
日

（
金
）
午
後
5
時

【
貸
館
の
お
知
ら
せ
】

平
成
31
年
2
月
分
の
貸
館
受
付

◇
開
始
日　
9
月
4
日
（
火
）
午
前

9
時
30
分
に
受
け
付
け
を
開
始
し
ま

す
。

　
以
降
は
、
先
着
順
と
な
り
ま
す
。

ますほ文化ホール

NEWS
ますほ文化ホール
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◆9月のホームゲーム（山梨中銀スタジアム・小瀬）
【J2リーグ】
・  1日（土）　18：00　VS　FC町田ゼルビア
・19日（水）　19：00　VS　大宮アルディージャ
・22日（土）　18：30　VS　ファジアーノ岡山
【ルヴァンカップ】
・  5日（水）　19：00　VS　柏レイソル

9月20日〜30日　「空の旬間」

星新一（ショートショートの神様）の世界
代表作『ボッコちゃん』からどうぞ！

『悪魔と呼ばれた男』神永学著（𣇃米出身）
『あなた』大城立裕著
『牧水の恋』俵万智著

『信長の原理』垣根涼介著
『TAS　特別師弟捜査員』中山七里著
『漂砂の塔』大沢在昌著
『地球星人』村田沙耶香著
『鳥居の密室』島田荘司著
『帝都探偵大戦』芦辺拓著
『歌え、汝龍たりし日々を

 始皇帝紀』岩井三四二著
『人生を変えるアニメ』
『女子のための「手に職」図鑑』
『自宅でひとり起業　仕事図鑑』
『学校に行きたくない君へ』
『私たちは生きづらさを抱えている』

おはなし会
・9月 8日（土）
・午前 10時 30分〜 11時
・町民図書館

【映画化】
原作『きらきら眼鏡』森沢明夫著
・9月 15日（土）より全国順次公開
原作『コーヒーが冷めないうちに』川口俊和著
・9月 21日（金）公開

戸籍の窓
自 7月 1日　至 7月 31 日　届出（敬称略）

おめでた（出生）
	 地　区	 氏　名	 性別	 保護者
	長　　　 	 伊藤　圭吾	（けいご）	 男	 祐　紀

およろこび（結婚）
	 地　区	 氏	 名	 （ 旧 姓 ）
	青　柳　町	 小川　貴之	 佳　奈	 （ 幡 野 ）

おくやみ（死亡）
	 地　区	 氏　名	 年齢	 届出人
	最　勝　寺	 志村　花子	 103	 章
	小　　　林	 鹿　　隆	 90	 等
	長　　　 	 井手サチ子	 86	 肇
	 〃	 川久保　智	 86	 丈　　治
	青　柳　町	 熊王　 枝	 88	 毅
	 〃	 𠮷川　義雄	 90	 守
	 〃	 原田　　剛	 50	 統
	 〃	 小池　英治	 87	 英　　文
	鰍　沢　中	 深 　　亘	 84	 弘　　喜
	鰍　沢　南	 望月　　優	 75	 千 代 子
	中　　　部	 深 美智子	 86	 公　　雄

ひとのうごき（ 8月 1日現在）

人　口	 15,345 人	 （＋   3）
　男	 7,483 人	 （＋   6）
　女	 7,862 人	 （−   3）
世　帯	 6,330 戸	 （＋ 12）	 ※ (　) 内は対前月比

スタジアムで応援しよう！

新刊案内

▲神永学デビュー 15 年
記念作品！

今月のおすすめ

空を見上
げてみませんか
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望月　暁
あき
斗
と

くん
（平成 29年 10月・長澤）
父　正敏さん・母　恵理さん

志村　美
み
羽
う

ちゃん
（平成 28年 10月・最勝寺）
父　裕輔さん・母　季代子さん

樋口　　凛
りん

ちゃん
（平成 28年 12月・小林）
父　潮さん・母　知世さん

　これからもお姉ちゃんと仲
良く楽しく！　元気に育って
ねー！

　いつも元気いっぱいの美羽
ちゃん♪
　これからも沢山の可愛い笑
顔をみせてね！

　元気いっぱい、樋口家の姫♡
　たくさん笑って大きくなっ
てね！

4 歳くらいまでのお子さまの写真を募集しています。 詳し
くは
こち
ら

富士川町　アイドル

http://www.town.fujikawa.yamanashi.jp　Eメール：webmaster@town.fujikawa.yamanashi.jp

富士川町公式Facebook 無
料
ア
プ
リ

広報ふじかわがスマホで
見られます。
App Store、Play ストア
で「マチイロ」と検索。

望月　風
ふう

歩
あ

ちゃん　6歳（最勝寺）

　

夕ゆ
う

焼や

け
の
空そ
ら

に「
コ
ス
モ
ス
」と「
と

ん
ぼ
」
を
作つ
く

り
ま
し
た
。
真ま

ん
中な
か

の
コ

ス
モ
ス
が
上
じ
ょ
う

手ず

に
描か

け
ま
し
た
。

　

と
ん
ぼ
は
、
折お

り
紙が
み

と
模も

様よ
う

を
自じ

分ぶ
ん

で
選え
ら

ん
で
作つ
く

っ
て
み
ま
し
た
！

富士川町 Facebook

編
集
・
発
行
　
山
梨
県
南
巨
摩
郡
富
士
川
町
役
場
／
政
策
秘
書
課

〒
400−

0592　
電
話
（
0556）

22−7216


